
 

 
（第２号様式）   

令和７年４月30日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立横浜翠嵐高等学校長（全日制） 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果）  

 視点 
４年間の目標 

（令和6年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

(1)学力向上進学重点 
校として、生徒が希望 
る進路実現のための教 
育課程を編成する。 
(2)授業の質の向上と 
量の確保に努め、生徒 
の一層の学力の向上を 
図る。 
(3)世界的な視野で物 
事をとらえ、現代社会 
における課題を見出 
し、自身の力を発揮し 
ながら主体的に課題解 
決を図る力を育成す 
る。 
(4)「生徒の心に火を
つける授業」を追求
し、質の高い教育を充
実させるため不断の授
業改善を行う。 

<教育課程> 
(1) 学力向上進学重
点校として、県立高
校改革実施計画に基
づく「質の高い教育
の充実」のための教
育課程を編成する。 
(2)グローバル化に
求められる資質・能
力を育成するため、
生徒の国際的視野を
広げる学習プログラ
ムを計画し実施す
る。 
 
<学習指導> 
本校に求められてい
る学びの在り方を追
求し、生徒が主体的
に探究し、考察する
力を高められるよう
不断の授業改善に取
り組む。 

<教育課程> 
(1) ①生徒一人ひとり
の進路希望をより高く
確実に実現するための
教育課程を不断に追求
する。 
②教育課程における
「指導と評価の一体
化」の趣旨を活かした
適切な観点別評価方法
の検討を行い、実施す
る。 
(2)①姉妹校交流の効
果を検証し、継続に向
けたプログラムの開発
に努める。 
②国際交流委員会の活
動を中心として様々な
行事、国際理解教育活
動を増やし計画的に実
施する。 
 
<学習指導> 
①１人１台端末や ICT
機器の活用をとおし
て、教員の授業力向上
を図り、生徒の「学び
に向かう力」及びその
評価方法に係る授業づ
くりを組織的に推進す
る。 
②授業において１人１
台端末を持続的かつ効
果的に使用させる。ま
た、優れた授業実践を
共有し、組織としての
授業力向上を図る。 

<教育課程> 
(1)①生徒にとって満
足度の高い教育課程の
編成ができたか。 
②学校として一貫した
観点別評価方法を確立
し、実施できたか。
（担当者による評価） 
(2)①姉妹校交流を適
切な実施計画により実
現し、生徒の国際的な
視野を広げることがで
きたか。 
②国際交流委員会の活
性化が図られ、生徒の
国際理解活動が推進で
きたか。 
（生徒対象アンケー
ト） 
 
<学習指導> 
①校内授業研究及び公
開研究授業を通して、
本校に求められる「自
立・自走」の基盤とな
る「主体的に学ぶ力」
が高まるような授業改
善が推進できたか。
（担当者による授業評
価、生徒による授業評
価） 
②ICT 機器の活用を通
して、探究「深い学
び」につながる効果的
な授業実践が実施でき
たか。（生徒対象アン
ケート） 

<教育課程> 
(1)①難関国公立大学合格に
向けた教育課程を編成し、
生徒の一人ひとりの高い進
路実現に必要な発展的な学
力の育成に努めた。 
②新教育課程での教育課程
が３学年まで進行し完成を
迎えた。新学習指導要領の
趣旨を踏まえた「指導と評
価の一体化」と追求した。 
(2)①姉妹校交流において
は、現地校の都合で６月の
受入れが中止となったが、
訪問は昨年度に引き続き、
年度末の３月に10日間の日
程で実施した。 
②横浜国立大学等の留学生
と本校生徒とで国際交流会
を年間２回実施、定時制生
徒の交流会を実施した。ま
た、国際交流委員会の活動
の一環として「即興型ディ
ベート」にも取り組んだ。 
<学習指導> 
①生徒の「学びに向かう
力」を年間テーマに「組織
的な授業改善」を行い、そ
の成果を公開研究授業の場
で他校に発信した。 
②県予算で大型電子黒板、
DX ハイスクール支援金にて
ICT 機器を導入したことに
より、すべての職員が ICT
機器を活用した授業を展開
するようになった。 

<教育課程> 
(1)①新学習指導要領
の趣旨を踏まえて、本
校の教育課程上の課題
を発見し、不断のカリ
キュラム・マネジメン
トを実践する。 
②引き続き各教科・科
目の年間指導計画を精
査し、適切な学習評価
について検証する。 
(2)①運営に関する課
題を洗い出し、姉妹校
交流の一連の業務につ
いて引継ぎ体制を構築
する。 
②積極的に本校生徒が
留学生と交流ができる
よう運営を進める。ま
た、一連の成果を全校
生徒へ還元できるよう
配慮する。 
<学習指導> 
①「組織的な授業改
善」の取組が職員全体
の取組となるよう、メ
リハリを利かせながら
職員に浸透できるよう
工夫を凝らしていく。 
②導入されたICT 機器
を１人１台端末の環境
を活かし、「総合的な
探究の時間（グローバ
ル探究）」の充実を引
き続き図る。 

・生徒がグローバルな視
点で物事を捉えられるよ
うな取組を引き続きお願
いしたい。願わくば、海
外の大学への進学者が出
てほしいと願っている。 
・質の高い授業のための
準備に多くの時間をかけ
ていることに敬意を表し
たい。 
・先生方が非常に質の高
い授業をしていることを
保護者は知らない。是
非、保護者が日ごろの授
業の様子を見学できる機
会をつくってほしい。 
・今年度配備された大型
電子黒板や ICT 機器を非
常に有効に活用している
ことがわかった。 
 

<教育課程> 
(1)①新学習指導要領に基づ
く教育課程がすべての学年
で完結したことから、今後
は実施上の課題の有無の検
証が必要である。 
②新学習指導要領の趣旨を
踏まえた観点別評価は適切
に実施されたと判断する。
引き続き、次年度に向けて
もその継続を図る。 
(2)①姉妹校交流の運営にお
ける費用、滞在中の健康管
理、交流生徒の受入れ家庭
の選定、引率者の決定の過
程における諸課題について
は、引き続き検証する必要
がある。 
②国際交流行事における教
育効果が参加生徒に限定さ
れないよう、全体への普
及・還元効果を高めること
が課題といえる。 
<学習指導> 
(1)生徒の学習の「自立・自
走」を基盤となる「主体的
に学ぶ力」の育成に向けて
各教科で創意工夫をこらし
た年間指導計画を立案する
ことが求められてる。 
(2)DX ハイスクール事業を
活用し、グローバル探究で
は特にデータサイエンスの
視点を加えた学習プログラ
ムの充実を推進する。 

<教育課程> 
(1)①新教育課程の実施
上の課題に係る具体的
な検証方法を検討す
る。 
②指導と評価の一体化
を一層推進し、観点別
評価の適正な運用に資
する。 
(2)①姉妹校交流の持続
的な実施に係る課題を
整理し、その改善に向
けた方策について検討
を始める。 
②姉妹校交流や国際交
流行事に参加した生徒
の成果を発表する場を
計画的に設定する。 
<学習指導> 
(1)学習へのモチベーシ
ョンの維持は個々の生
徒の状況把握によると
ころが大きい。担任や
強化担当者間での情報
共有を密にしていく。 
(2)DX ハイスクール事業
により購入した機器等
の一層の活用を通し
て。本事業の趣旨であ
るこれからの社会に求
められるデジタル人材
の育成に努める。ま
た、それを支援する教
職員の研修の機会を検
討する。 

２ 
生徒指導 
・支援 

(1)豊かな社会性や他 
者への思いやり、冷静 
な判断力など「真のト 
ップリーダー」に求め 
られる人間的な素養の 
育成を図る。 
(2)基本的生活習慣の 
確立や規範意識の醸成 
を図る。 
(3)個別な支援が必要
な生徒に対する教育相
談体制の充実を図る。 

(1)学校生活や社会
との関わりの中で、
他者を思いやる心や
規範意識、判断力や
行動力の伸長を育む
教育活動を一層充実
させる。 
(2)規則正しい生活
や時間管理など、基
本的生活習慣の確立
に主体的に取り組む
姿勢を育てる。 
(3)安心・安全で意
欲的に学校生活を送
れるよう、教育相談
体制の更なる充実を
図る。 

(1)授業や部活動、学
校行事等をとおして協
働し、適切に判断して
行動できるよう自覚を
促す。 
(2)職員間で生徒指導
提要が改訂された趣旨
の理解を深め、登校時
間の順守や挨拶の徹
底、TPO に則した身だ
しなみについて、主体
的な自律を促す。 
(3)学年団・SC・SSWと
連携を密に取り、組織
的な教育相談を実施す
る。生徒個々の状況に
応じてケース会議を開
催する。 

(1)授業や部活動、学
校行事等での取組を通
して、充実感や自信を
持つことができたか。
（生徒による授業評
価、学校生活アンケー
ト） 
(2)適切かつ主体的に
取り組むことができた
か。（担当者ごとに評
価） 
(3)個別の支援が必要
な生徒に対する情報共
有が円滑になされ、組
織的な対応ができた
か。（担当者による評
価） 

(1)入場制限のない形式で翠
翔祭や体育祭を計画し、事
故なく実施できた。生徒が
行事の運営をとおして、他
者の意見を受け入れつつ、
リーダーシップを発揮でき
るよう支援した。 
(2)引き続き、学校生活に必
要な基本的な生活習慣やあ
いさつ等、基本的なマナー
に係る指導を行った。 
(3)個々の課題を抱える生徒
の情報交換を密にし、
SC,SSW とも連携してケース
会議を実施し、組織的な支
援を行った。 

(1)生徒の自主性を尊
重しつつ、行事運営上
必要な情報共有のため
に、生徒や生徒会担当
職員との連携強化を図
る。 
(2)生活習慣、マナー
について振り返る機会
をつくり、生徒が主体
的に他者への配慮を行
えるような環境をつく
る。 
(3)引き続き、個々の
支援の必要な生徒に対
する教育相談体制の確
立を図る。 

(1)学校行事等に出席して
みると、生徒たちが主体
的にかつ溌剌と活動して
いる姿をいつも目にす
る。横浜翠嵐高校はとて
もよい学習環境が整って
いるといえる。 

(1)「真のトップリーダー」
育成のため、生徒の主体性
を最大限に発揮できるよう
な機会を設定し、そのため
の教員体制を検討する。 
(2)生徒指導に係る学校とし
ての意思決定を円滑にする
ため、管理職と生徒支援グ
ループとの連携を密にす
る。 
 
(2)教育相談に係る業務を円
滑にするため、教育相談担
当職員を中心に、SC や SSW
も含めた連携体制を維持し
ていく。 

(1)生徒機本部生徒と生
徒支援グループ職員と
の情報共有の機会と連
携強化を引き続き図
る。 
(2)ジェンダーに配慮し
た制服の仕様に係る協
議を制服業者と連携の
もと進めていく。 
(3)生徒の悩みや変化を
見逃さないために、日
ごろの生徒の動向の把
握や情報共有を密にし
ていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和6年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 
・支援 

(1)学力向上進学重点 
校として、生徒の高い 
進路希望を実現させる 
ための支援体制を確立 
する。 
(2)大学卒業後の進路
も見すえたキャリア教
育を推進する。 

(1)前年度に引き続
き、生徒の高い進路
志望の実現のための
指導・支援を更に推
進する。 
(2)生徒自身が主体
的に大学卒業後の進
路を見すえることが
できるようなキャリ
ア教育を実施する。 

(1)①進路集会、保護
者進路説明会を通し
て、生徒保護者に対し
て外部試験のデータだ
けでなく、進路実現に
対する高い意識付けを
行う。 
②生徒の進路実現に向
けた学習支援「翠嵐ス
タンダード」や心構え
「翠嵐ベーシック」に
ついて指導の場面ごと
に定着を図らせる。 
(2)生徒が能動的に探
究できるような校外研
修、分野別職業講話の
形態を検討する。 

(1)①学力向上進学重
点校として求められる
進路実績を上げること
ができたか。（令和６
年度卒業生の進学実
績） 
②生徒の進路実現に向
けた取組を推進するこ
とができたか。（担当
者による評価） 
(2)大学での学びに対
する理解や職業観に加
え、主体的に取り組む
態度を涵養することが
できたか（生徒対象ア
ンケート） 
 

(1)①学力向上進学重点校の
指標としての難関国立大学
等の現役合格者数は 103 名
（R7.3.25 現在）で、県教
委の定める指標（10 名以
上）を達成することができ
た。 
②「翠嵐スタンダード」や
「翠嵐ベーシック」を活用
しながら、高い進路実現を
図る学習事項の定着を図っ
た。 
(3)卒業生を講師に招き、３
月に分野別職業講話を実施
し、生徒に大変有意義な機
会として受け止められた。 

(1)①模試のデータと

合格実績の相関関係を

検証しながら、次年度

への進路指導計画に検

証結果を反映させる。 

②①難関国公立大学合

格に必要な各科目の授

業進度や発展的な学力

の定着に向けた最適化

を検討する。 

(3)分野別職業講話の

実施時期や講師となり

うる人材確保に向けて

検討を行う。 

・横浜翠嵐高校が非常に
進路実現に大きな実績を
あげ、生徒・保護者のニ
ーズに応えたことは素晴
らしいことである。 
・引き続き、生徒・保護
者の高いニーズに応える
取組に期待している。 

(1)①多くの生徒が難関国公
立大学現役合格を果たし
た。今後も安定して高い進
路実績をあげるため、今年
度の取組成果と課題を整理
し、次年度の取組の指針と
する。 
②「翠嵐スタンダード」や
「翠嵐ベーシック」が難関
国立大学への合格に大きく
寄与している。教科横断的
な視点でアップデートを図
る。 
(2)今年度の分野別職業講話
も生徒にとって有意義な機
会となった。生徒のニーズ
に沿った講師選定ができる
よう同窓会との連携を強化
する。 

(1)①本校がこれまでに
構築した進路指導の枠
組みを継承し、生徒・
保護者への情報提供や
学習意欲の維持にむけ
た取組を推進する。 
②難関国公立大学に必
要な発展的な学力の定
着に加え、総合型選抜
に対応できるような
「探究活動」の充実を
図れる校内体制の構築
を視野に入れていく。 
(2)講師の人材の確保の
ために、教員側の自己
開拓と窓会からの情報
提供の両面で取組を推
進していく。 

４ 
地域等 
との協働 

本校の教育活動や特色
ある取組について、情
報を発信し、地域に開
かれ、信頼される学校
づくりを目指す。 

(1)本校の教育活動
や特色ある取組に関
する情報を広く発信
するとともに、学校
運営協議会等による
地域との協働を更に
進めていく。 

(1)①学校HP やメール
配信システムを活用
し、迅速で正確な情報
を発信する。 
②本校を目指す多くの
中学生・保護者が満足
しうる学校説明会を実
施する。 
③地域との連携を可能
な範囲で推進し、生徒
に地域貢献の大切さを
理解させる。 

(1)①学校の情報を迅
速かつ正確に発信でき
たか。（HP の更新状
況） 
②学校説明会や学校見
学を複数回実施し、本
校への理解をより深め
られたか。（参加者ア
ンケート） 
③生徒が地域との連携
を通して、生徒が地域
連携の大切さを理解で
きたか。（担当者によ
る評価） 

(1)①HP をほぼ毎週更新
し、学校としての情報発信
力の向上が図れた。 
②本校の取組や生徒の様子
を適切に中学生やその保護
者に伝えるべく、年間をと
おして組織的な広報活動を
行った。 
③地域のケアプラザにて本
校の科学部や書道部が講師
となり小中学生を対象にし
たイベントの講師として参
加し、タウン誌にもその活
動が紹介された。 

(1)①引き続き、情報
発信力の向上に努め
る。 
②学校見学会の際に、
生徒の姿を見せること
は意義あることとし
て、説明会時に多くの
部活動の様子がわかる
ように改善していく。 
③地域自治会等との情
報交換を密に行い、学
校の教育活動との両立
を図り、地域への貢献
活動を実施する。 

（1）地域自治会として、
横浜翠嵐高校との連携を
どうしたらよいのか模索
している。部活動をとお
した地域貢献活動のほか
に、地域防災活動の中で
関係を構築できないかと
いう意見がある。 
・市民病院として、横浜
翠嵐高校の医学部志望者
に向けた連携を図ってい
きたい。 

(1)①学校行事の記録を残し
つつ、適時に情報発信がで
きるような職員体制が必要
といえる。また、効果的な
情報発信の手段についても
検討する。 
②学校説明会にはグループ
を超えて運営職員を選出し
てもらったことは有意義で
あった。 
③現実的な視点から、本校
の部活動の一環として地域
貢献活動を位置付けるとと
もに、地域防災とのかかわ
りについて協議を始める。 

(1)①発信した情報の受
け手側の捉え方をアン
ケート等で把握する。 
②学校節目会の趣旨を
共有し、特定の職員だ
けに負担がいかないよ
う今年度同様、員配置
を考えていく。 
③部活動の年間活動計
画に地域活動を加味し
ながら、生徒の主体的
な活動の一環として位
置付けていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

(1)事故・不祥事防止 
に向けた取組を徹底す 
る。 
(2)防災意識の向上を
図る。 
(3)教員が子どもたち
と向き合う時間を確保
するために、一層の
「教員の働き方改革」
を推進する。 
 

(1))全職員による丁
寧 かつ粘り強い生
徒指導に取り組み、
相互理解に立脚した
生徒の人間関係の構
築力を育成するとと
もに、秩序・規 律
ある学習環境を維持 
する。 
(2)訓練等の防災教
育をとおして、教職
員及び生徒の防災意
識の向上を図る。 
(3) 
創立 110 周年に向け
た記念事業の実施を
図る。 
(4)働き方改革を推
進し、時間外勤務時
間の縮減と休暇の取
得しやすい職場環境
を構築する。 

(1)不祥事防止会議を
活用しながら、とりわ
け入学者選抜・成績処
理における点検体制の
徹底を図り、事故・不
祥事の防止を図る。 
(2)地域との協働によ
り、実効性のある避難
訓練やDIG 訓練を実施
する。 
(3)①創立 110 周年の
記念事業に係る具体的
な取組内容を策定し、
実施する。 
(4)業務アシスタント
を有効に活用し、職員
の時間外在校時間の縮
減及び夏季休暇の完全
取得を目指す。 
 

(1)不祥事防止会議を
適切に開催できたか。
また、入学者選抜、成
績処理における点検体
制の徹底が図られ、事
故・不祥事ゼロを実現
できたか。（担当者に
よる評価） 
(2)避難訓練等の実施
より、教職員及び生徒
の防災意識に向上が見
られたか。（担当者に
よる評価） 
(3)①創立 110 周年記
念事業に係る取り組み
を実施できたか。（担
当者による評価） 
(4)業務アシスタント
の活用はできたか、時
間外在校時間の前年度
からの縮減できたか及
び夏季休暇の 100％取
得が達成できたか。
（業務アシスタント業
務日誌、時間外在校時
間、夏季休暇の取得状
況） 

(1)企画会議に合わせて、不
祥事防止会議を 10 回開催
し、年間をとおして不祥事
防止に努めた。 
(2)校内で大地震が起こった
際に、生徒がその場に居合
わせた状況に応じて、適切
な状況判断に基づいて避難
行動をとることの大切さを
意識させる新たな形式での
避難訓練を実施した。 
(3)①創立110周年の記念事
業を12月末までに計画どお
り実施した。全日制・定時
制の生徒・職員が一体とな
って取り組むよう取り組ん
だ。 
(4)今年度、試行配置された
２名の業務アシスタントを
有効に活用し、職員の業務
軽減、とりわけ全日制教頭
の時間外在校時間の縮減を
図った。積極的に休暇を取
得できるような職場環境の
育成に努め、夏季休暇につ
いては、完全取得率はほぼ
100％であった。 

(1)本校では不祥事ゼ
ロを達成できたが、今
後も引き続き緊張感を
もって業務が遂行でき
るよう、校内体制を構
築する。 
(2)関東地方に大地震
が起こることを想定
し、日頃より災害に対
する意識の啓発に努
め、生徒の安全確保に
向けた行動が即時にと
れる環境づくりに努め
る。 
(3)創立 110 周年の記
念事業は生徒・職員の
８割強が有意義なもの
として捉えられていた
ことを確認できた。 
(4)特定の職員に時間
外在校時間が多いこと
から、個々の勤務状況
を把握しながら、時間
外在校時間の大幅な縮
減を目指す。 

・創立 110 周年の記念事
業を全日制や定時制が一
体となって推し進めたこ
とにその意義を感じた。 
・学校運営協議会の理念
を踏まえつつ、本校にお
ける学校運営協議会の位
置づけを考えてほしい。 

(1)管理職に対して職員から
情報が上がり、不祥事に係
る予兆を見逃さない組織づ
くりに努める。 
(2)防災意識の醸成には避難
訓練だけでなく、関連教科
との学習内容とも連携を図
る方向性を模索する。 
(3)①次年度武道場の耐震工
事期間に入ることから、工
事日程の把握に努め、体育
の授業計画や部活動等への
適切な対応を図る。 
(3)創立110周年事業をとお
して醸成された全日制及び
定時制両課程の相互理解を
とおして、円滑な学校運営
を図る。 
(4)引き続き「職員の働き方
改革」を学校全体で推進し
ていく。 

(1)不祥事防止は日ごろ
からのたゆまぬ意識啓
発と未然防止に尽き
る。引き続き研修等の
機会をとおして進めて
いく。 
(2)引き続き、実践的な
実施方法を検討しなが
ら地域防災に係る取組
との連携を図る。 
(3)武道場を使用する部
活動の工事期間中の対
応について、関連職員
と連携を図り、余裕を
もって計画を立てる。 
(4)教員の心身の健康確
保のために勤務時間外
在校時間の縮減や休暇
の取得促進につなげる
具体的な取組方法につ
いて検討する。 

 


